
安藤裕二

ベンガル新年を祝うボイシャキメラの会場である池袋西口公園の上空図
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が集う場所
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●
年
に
一
度
開
か
れ
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の
お
祭
、
ボ
イ
シ
ャ
キ
メ
ラ

　
二
〇
一
四
年
四
月
二
〇
日
、
池
袋
西
口

公
園
に
真
っ
赤
な
衣
装
を
ま
と
っ
た
多
く

の
人
が
集
ま
っ
た
。
正
面
に
設
け
ら
れ
た

ス
テ
ー
ジ
で
は
赤
い
衣
装
で
着
飾
っ
た
女

性
が
「
新
年
お
め
で
と
う
！
」
と
ベ
ン
ガ

ル
語
で
繰
り
返
し
、
歌
い
、
踊
り
、
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
お
祭
の
た
め

に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
や
っ
て
き
た
歌

手
で
あ
る
。
ス
テ
ー
ジ
か
ら
周
り
に
目
を

移
す
と
、
会
場
を
囲
う
よ
う
に
、
カ
レ
ー

や
サ
モ
サ
、
チ
ャ
、
は
た
ま
た
衣
服
を
売

る
店
、
さ
ら
に
は
海
外
送
金
サ
ー
ビ
ス
の

テ
ン
ト
ま
で
が
所
狭
し
と
並
ぶ
。
こ
れ
は
、

ベ
ン
ガ
ル
新
年
を
祝
う
「
ボ
イ
シ
ャ
キ
メ

ラ
」
と
呼
ば
れ
る
お
祭
だ
。「
カ
レ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
＆
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
ボ
イ

シ
ャ
キ
メ
ラ
」
と
称
さ
れ
た
こ
の
お
祭
は
、

年
に
一
度
、
在
日
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
が

赤
の
衣
装
で
目
一
杯
の
オ
シ
ャ
レ
を
し
て

新
年
の
訪
れ
を
祝
う
。
こ
の
お
祭
の
名
前

か
ら
で
は
そ
の
こ
と
は
全
く
想
像
で
き
な

い
が
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
に
と
っ
て
は

大
切
な
日
な
の
で
あ
る
。

●
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
で
溢
れ
か
え
る
池

袋
西
口
公
園

　
主
催
者
発
表
に
よ
る
と
、
今
年
で
一
五

回
目
を
迎
え
た
こ
の
お
祭
に
は
来
場
者
が

初
め
て
二
万
人
を
超
え
、
う
ち
半
分
は
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
だ
と
推
計
す
る
。
そ
の

数
字
を
信
じ
る
と
、
一
万
人
は
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
池
袋
西

口
公
園
と
い
う
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
人

口
密
度
の
高
い
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
再
現

日本に暮らす
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語
で
迎
え
て
く
れ
る
彼
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
日
本
語
の
留

学
生
と
し
て
来
日
。
来
日
し
て
す
ぐ
は
、
言
葉
や
食
べ
物

の
違
い
に
よ
る
苦
労
に
加
え
、
外
国
人
と
分
か
っ
た
だ
け

で
一
日
に
三
回
も
警
察
に
呼
び
止
め
ら
れ
る
な
ど
、
今
で

は
嘘
の
よ
う
だ
が
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
、
と
話
す
。
一
年

半
日
本
語
を
学
ん
だ
後
に
、
日
本
に
住
む
叔
父
が
営
む
カ

レ
ー
屋
で
約
三
年
働
い
た
。
そ
の
後
、
カ
レ
ー
屋
以
外
の

こ
と
も
や
り
た
い
と
思
い
立
ち
宝
石
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
た

が
、
二
〇
一
一
年
の
地
震
を
機
に
、
食
べ
物
の
重
要
さ
を

再
認
識
し
、
現
在
の
カ
レ
ー
屋
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
今

で
は
す
っ
か
り
日
本
に
慣
れ
た
彼
に
も
た
く
さ
ん
の
ス

ト
ー
リ
ー
が
あ
る
。

　
二
人
目
は
、
浜
松
在
住
で
英
会
話
学
校
を
営
む
ウ
ー

シ
ャ
さ
ん
だ
。
幼
い
頃
か
ら
広
島
の
こ
と
を
聞
い
て
育
っ

た
彼
は
、
二
六
歳
の
と
き
に
日
本
に
や
っ
て
き
て
、
自
動

車
関
連
の
会
社
で
勤
務
し
た
。
そ
の
当
時
は
給
料
が
良

か
っ
た
半
面
、
日
本
語
の
壁
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
の
食

べ
物
の
違
い
で
、
三
年
間
は
相
当
な
苦
労
を
経
験
し
た
と

話
す
。
し
か
し
彼
の
生
ま
れ
つ
い
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
性
格

か
ら
か
、
多
く
の
友
達
を
作
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
げ
て

い
っ
た
。「
現
地
人
と
仲
良
く
し
た
い
な
ら

現
地
に
帰
れ
ば
よ
い
」
と
厳
し
い
言
葉
を

放
つ
背
景
に
は
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の

努
力
を
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
彼
も
日

本
に
暮
ら
し
て
一
八
年
に
な
る
。
人
が
好

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
息
を
飲
む
。
実
際
に
足
を

運
ん
で
み
る
と
、
確
か
に
南
ア
ジ
ア
系
の
人
で
ご
っ
た
返

し
、
日
本
に
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
日
本
人
で
あ
る
自
分

が
浮
い
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
。

　
で
は
、
果
た
し
て
日
本
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
は
ど
の

く
ら
い
暮
ら
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
の
デ
ー

タ
か
ら
少
し
ず
つ
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
総

務
省
統
計
局
の
国
籍
別
在
留
外
国
人
統
計
に
よ
る
と
、
九

一
一
三
人
（
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
で
、
主
催
者
の
数
字

に
信
憑
性
が
な
い
こ
と
が
即
座
に
判
明
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
で
は
面
白
く
な
い
の
で
、
入
国
外
国
人
統
計
を
見
る

と
、
二
〇
一
四
年
四
月
だ
け
で
一
〇
二
六
人
が
入
国
（
う

ち
新
規
入
国
者
は
六
二
六
人
）
し
て
お
り
、
全
国
の
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
人
が
四
月
二
〇
日
に
池
袋
西
口
公
園
に
一
堂

に
集
え
ば
主
催
者
の
推
計
は
正
し
い
と
も
言
え
る
が
、
も

は
や
こ
の
数
字
を
追
う
の
は
意
味
が
な
い
。

●
日
本
で
暮
ら
す
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人

　
実
際
に
在
日
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
は
日
本
で
何
を
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
の
周
り
に
い
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

人
は
、「
イ
ン
ド
カ
レ
ー
」
と
名
の
つ
く
レ
ス
ト
ラ
ン
か

ら
英
会
話
や
、
ベ
ン
ガ
ル
語
の
先
生
、Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
、

留
学
生
、
大
学
講
師
、
研
究
者
、
中
古
車
輸
出
業
を
営
む

な
ど
様
々
だ
。
こ
こ
で
何
人
か
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
の

人
生
に
寄
り
添
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
一
人
目
は
、
都
内
で
「
イ
ン
ド
・

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
料
理
」
と
称
し

た
レ
ス
ト
ラ
ン
を
営
む
ア
ラ
ム
さ

ん
だ
。
私
の
親
し
い
友
人
で
も
あ

り
、
カ
レ
ー
を
食
べ
た
く
な
る
と

い
つ
も
彼
の
お
店
に
お
世
話
に
な

る
。
素
敵
な
笑
顔
と
流
暢
な
日
本

2013 年のボイシャキメラのステージ。ステージ上にはバングラデシュから
来日した歌手の姿が見える。ステージ左端には、緑に赤の国旗が飾られている

見渡す限りベンガル人で埋め尽くされる。ここに日本人がいたら
浮いてしまうであろう

都内でカレー料理屋を営むアラムさん。インドカレーと
書いているが、バングラデシュ人が営んでいる

浜松市で英会話学校を経営
する若きビジネスマンの
ウーシャさん



き
で
人
と
つ
な
が
れ
る
た
め
に
英
語
を
や
る
よ
う
に
な
っ

た
、
と
満
面
の
笑
み
で
話
し
て
く
れ
る
彼
は
、
現
在
浜
松

で
英
会
話
学
校
を
営
み
、
商
工
会
議
所
の
青
年
部
に
属
す

る
地
元
で
も
有
名
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
。

　
最
後
は
、
ベ
ン
ガ
ル
語
の
教
師
を
さ
れ
て
い
る
ア
ザ
ド

先
生
だ
。
一
九
七
五
年
か
ら
青
年
海
外
協
力
隊
の
派
遣
前

訓
練
で
ベ
ン
ガ
ル
語
を
教
え
、
日
本
と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
計
り
知
れ
な
い
貢
献
を
さ
れ
て

い
る
方
で
あ
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
ベ
ン
ガ
ル
語
に
つ

い
て
と
に
か
く
分
か
り
や
す
く
教
え
て
く
だ
さ
り
、
知
的

で
優
し
さ
に
溢
れ
る
方
だ
。
実
際
に
私
も
ア
ザ
ド
先
生
の

下
で
ベ
ン
ガ
ル
語
を
学
ん
だ
教
え
子
の
一
人
で
あ
り
、
私

に
と
っ
て
父
親
の
よ
う
な
存
在
で
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
一

〇
〇
〇
人
以
上
の
青
年
海
外
協
力
隊
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

に
派
遣
さ
れ
て
き
た
が
、多
く
の
隊
員
が
ア
ザ
ド
先
生
と
、

同
じ
く
ベ
ン
ガ
ル
語
の
指
導
を
さ
れ
て
い
る
奥
様
の
ス
ル

タ
ナ
先
生
に
教
わ
っ
て
き
た
。
一
度
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と

関
わ
っ
た
者
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
い
う
国
に
愛
着
を
持

つ
の
は
、
ア
ザ
ド
先
生
と
ス
ル
タ
ナ
先
生
と
の
ご
縁
の
お

陰
だ
と
い
う
方
も
多
い
と
思
う
。

　
今
、
紹
介
し
た
方
々
は
、
日
本
に
た
く
さ
ん
暮
ら
す
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
の
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
母
国

を
離
れ
て
日
本
に
来
る
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー

が
あ
り
、
今
日
本
に
暮
ら
し
て
い
る
。
も
っ
と
紹
介
し
た

い
人
は
た
く
さ
ん
い
る
の
だ
が
、
お
話
好
き
の
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
人
は
話
し
出
す
と
止
ま
ら
な
い
の
で
、
一
度
皆
さ

ん
の
周
り
に
い
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
に
聞
い
て
み
る
と

面
白
い
だ
ろ
う
。

●
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
に
と
っ
て
み
ん
な
が
集
う
特
別
な

場
所
、
池
袋
西
口
公
園

　
話
を
戻
す
と
、
そ
ん
な
一
人
一
人
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

人
が
故
郷
や
仲
間
を
思
い
集
ま
る
場
所
が
、
冒
頭
に
紹
介

し
た
池
袋
西
口
公
園
で
あ
る
。
こ
の
場
所
に
は
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
と
豊
島
区
の
文
化
交
流
の
象
徴
と
し
て
、
一
九
五

八
年
二
月
二
一
日
の
言
語
運
動
で
犠
牲
者
と
な
っ
た
学
生

を
弔
う
た
め
の
「
シ
ョ
ヒ
ド
・
ミ
ナ
ル
」
と
い
う
慰
霊
碑
の

レ
プ
リ
カ
が
二
〇
〇
五
年
に
建
設
さ
れ
た
。
一
九
七
一
年
の

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
独
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
の
二
月
二

一
日
の
こ
と
を
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
「
エ

ク
シ
ュ
・
フ
ェ
ブ
ラ
リ
」（
ベ
ン
ガ
ル
語
で
二

月
二
一
日
の
意
）
と
呼
び
、
一
九
九
九
年
に

ユ
ネ
ス
コ
に
よ
り
二
月
二
一
日
が
「
国
際
母

語
の
日
」
と
制
定
さ
れ
た
由
来
に
も
な
っ
た
。

こ
の
シ
ョ
ヒ
ド
・
ミ
ナ
ル
が
あ
る
ダ
ッ
カ
大

学
に
は
毎
年
多
く
の
人
々
が
花
を
手
に
、
祈

り
を
捧
げ
る
。
日
本
で
も
二
月
二
一
日
の
早

朝
に
池
袋
西
口
公
園
に
大
使
を
は
じ
め
、
在

日
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
が
花
を
手
に
集
い
、

「
エ
ク
シ
ュ
・
フ
ェ
ブ
ラ
リ
」
を
忘
れ
ぬ
た
め

の
歌
を
歌
う
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
に
と
っ

て
は
特
別
な
意
味
を
持
つ
シ
ョ
ヒ
ド
・
ミ
ナ

ル
が
池
袋
西
口
公
園
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

い
在
日
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
は
い
な
い
だ
ろ

う
。

　
こ
の
「
エ
ク
シ
ュ
・
フ
ェ
ブ
ラ
リ
」
の
二
カ

月
後
に
は
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
新
年
を
祝
う
お

祭
が
池
袋
西
口
公
園
で
開
催
さ
れ
る
。
そ
う
、

こ
の
場
所
は
、
在
日
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
が
故

郷
を
想
い
、
歴
史
や
言
葉
を
尊
び
、
年
に
一
度
、

笑
顔
で
集
え
る
場
所
な
の
で
あ
る
。
僅
か
な
が

ら
も
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
関
わ
り
を
持
つ
身
で

あ
る
自
分
に
と
っ
て
も
、
い
つ
し
か
こ
の
場
所

が
特
別
な
場
所
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
を
胸
に
日
本
に
暮
ら
す
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の
人
々
を
思
う
と
、
な
ん
だ
か
ボ
イ
シ
ャ
キ
・

メ
ラ
の
主
催
者
の
数
字
を
信
じ
た
く
な
る
、
そ

ん
な
場
所
で
あ
る
。

ベンガル新年の習慣である
赤いサリーを着て衣服を見
定める女性たち。バングラ
デシュの女性はオシャレだ
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